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２ 代謝 ＝ 体内で物質が合成・分解されること 

 

 

 

 

 (1) 呼吸 ＝ 細胞内で酸素を用いて有機物(主にグルコース)を分解しエネルギーを得る反応 

  ① グルコースの分解  〔 グルコース 〕 ＋ 〔 Ｏ２ 〕 → 〔 ＣＯ２ 〕 ＋ 〔 Ｈ２Ｏ 〕 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 光合成 ＝ 光エネルギーを利用し、有機物を合成する反応 

  ① 有機物の合成  〔 ＣＯ２ 〕 ＋ 〔 Ｈ２Ｏ 〕 → 〔 有機物 〕 ＋ 〔 Ｏ２ 〕 

 

 

 

 

 

 

 (3) 生命活動と光合成、呼吸の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） ウイルスは生物か？ → 自己複製できないため生物ではない 

  ① ウイルス ＝ DNA や RNA がタンパク質でできた構造体 

  ② サイズ ＝ ０．０５μm～0.5μm 

  <サイズの単位> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 多細胞生物の階層 

・ 生物を構成する最小単位 

・ 細胞が集まり形成したもの 

 

・ 組織があつまって特定の働きをする 

もの 

 

 

 

２章 生物とエネルギー 

１ ATP(アデノシン三リン酸)＝エネルギーの通貨 

 

 ◇ ATP ◇ ADP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             ・・・例 ＊ 物質の合成(化学変化) 

＊ 筋肉の収縮 

＊ 発熱 

 

  

 

 
 
 

 

 

  

１編 生物の特徴 
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補足資料 

■ 呼吸 … ３つの過程(解糖系、クエン酸回路、電子伝達系)があり、効率的に ATP を合成する 

化学反応系を持つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 光合成 … 光合成は、葉緑体内のチラコイド膜で起きる反応により、光エネルギーと水から ATPが合成され、 

その副産物として酸素が生じる。合成された ATP は二酸化炭素の固定に使用され、有機物が合成

される。有機物の合成は、回路状に変化していく。この環状の反応系をカルビン・ベンソン回路と

いう。 

 

 

 

 

 

 


